
 
平成 23 年 2 月 10 日 

各      位 
会 社 名  タツモ株式会社 
代表者名  代表取締役社長 池田 俊夫 
（ＪＡＳＤＡＱ・コード   ６２６６） 
問合せ先  
常務取締役管理本部長  国光 美暢 

電話番号  ０８６６－６２－０９２３ 

特別損失計上に関するお知らせ 

当社は、平成２２年１２月期（平成22年１月１日～平成22年12月31日）の連結決算において、下記のとおり、

特別損失を計上することとなりましたので、お知らせいたします。 

記 

１．固定資産除却損 

当社は生産体制の効率化のため、乙島工場を閉鎖いたしました。これによる現有資産除却費用等を主要因

として、平成22年12月期の連結決算において固定資産除却損44,898千円を計上しております。 

 

２．関係会社株式評価損 

   当社の連結子会社である大連龍雲電子部件有限公司とTAZMO VIETNAM CO.,LTD.の業績及び財務状態の悪化

に円高も加わり、株式について減損処理を行ったものです。 

当社は平成22年12月期の個別決算において、関係会社株式評価損111,978千円を特別損失として計上して

おります。なお、関係会社株式評価損につきましては、連結上は消去されるため、連結業績に与える影響は

ありません。 

 

３．退職給付制度改定損 

   当社は、確定拠出年金制度の施行に伴い、平成23年１月１日より、確定給付企業年金制度を廃止するとと

もに、確定拠出年金制度に移行し、「退職給付制度間の移行等に関する会計処理」（企業会計基準適用指針

第１号）を適用しております。 

また、「退職給付制度間の移行等の会計処理に関する実務上の取扱い」（実務対応報告第２号）に従い、

平成22年12月期第２四半期決算において、本移行に伴う影響額176,182千円を退職給付制度改定損として見

積計上しておりましたが、当連結会計年度末において174,378千円を計上しております。 

 

 

   平成22年12月期（平成22年１月１日～平成22年12月31日）に計上する主な特別損失の内訳 

                                    （単位：千円） 

科 目 連 結 個 別 

固定資産除却損 44,898 44,399 

関係会社株式評価損 － 111,978 

退職給付制度改定損 174,378 174,378 

 

以   上 


